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第 2 章では移動している神経細胞ガイドの分子機構を調べるため、 ECN江JRN 細胞群に着目した。この細胞群は、
脳室に対し接線方向に移動することや、正中線交差などの生体内での一般的な現象を含む。また解剖学的に同定が容
易であり、培養系も確立されているため分子の機能解析に適した系である。分子機構解明の第一段階として、マウス
におけるこの細胞群の発生過程を生化学的手法により詳細に記述した。次に ECN/LRN 細胞群に特異的に発現する遺
伝子群をサブトラクション法によりより系統的にスクリーニング、同定した。同定された分子群には過去に神経細胞
のガイド因子として知られる膜タンパクや、細胞内シグナル因子が含まれていた。この結果は、 ECN江JRN 細胞群の
移動機構解明に大きく役立つものと考えられる。
本論文は、大多数の神経細胞のガイドを制御するために重要な機構である軸索束化制御に焦点を当て、特に現在ま
で不明な点が多かった高等脊椎動物の脱束化機構モデルを提唱した重要な研究である。加えて、移動細胞特異的な分
子群を機能解析に適した系、 ECNιRN 細胞群において効率よく同定したことは、今後注目される細胞移動の分子機
構の分野において、その先駆け的研究として有用であるものと考える。
以上のように、本論文は博士(理学)の学位論文として価値があるものと認める。
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